
評価点

優-３
可-２
悪-１

1
理念･目的･人材育成像は定めら
れ、社会の需要に対応した将来構
想となっているか

2.79

2
教育目標･育成人材は各学科の専
門分野に対応する業界の需要に対
応しているか

2.86

3
教育理念に沿った教育課程の編
成･実施方針は定められているか

2.71
教育理念に基づいたカリキュラムを編成しているが、両科とも急速に技術発展を
遂げる歯科医療現場において就職後即戦力となり得る人材を養成するため、講座
運営（シラバス等）の見直しを必要の都度行っている。

4
各学科の修業年限に応じた授業の
学習到達目標を明確にしているか

2.79
シラバス（授業実施計画書）に各科目の到達目標記載し、配布及びＨＰにて公表
している。

5
各学科の教育目標に沿った教育課
程の授業編成となっているか

2.71
医療人として社会貢献ならびに即戦力として活躍する人材育成のため、臨床教育
を重視しつつ一般常識まで培うことが出来る教育方法を実施しており、臨床実習
施設へ協力･連携を図っている。

6
成績評価･修了基準を明確にし、
成績の評価ならびに卒業認定まで
適切に運用しているか

2.71
学生便覧（学則）において「試験実施規定」が第28条～34条までに定められ、成
績等の承認については会議に諮られ決定されている。

7
各学科の就職率向上は図られてい
るか

3.00
両学科ともに100％の就職率を誇り、大手企業や病院、保健所への勤務も叶えてい
る。

8
各学科の資格取得率向上は図られ
ているか

2.93

R7年度は歯科衛生士科も国家試験合格率が100％となったほか、歯科技工士科は11
年にわたり連続して国家試験合格率100％を維持している。
両学科ともに国家試験合格率の向上に向けての取り組み、教育活動を行ってい
る。

9
高等学校等の機関へ情報提供の取
り組みがなされているか

3.00

１．毎年のＨＰの更新･情報公開の開示
２．Instagram　投稿数：124ポスト
オープンキャンパスを含め職業周知を積極的に図っているほか、SNS広報等、若い
世代に向けて最新情報をよりわかりやすく伝えている。

10
学校評価を実施し、結果ならびに
改善状況について公表、改善への
取組みをおこなっているか

2.79
昨年度の学校評価委員会での評価および意見を踏まえ、経費削減等の改善に務
め、結果については例年公表を行っている。
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教育理念･教育目標･教育方針に基づき、歯科医師会立校であることや歯科衛生士
科･歯科技工士科を併設している等の本学院の特徴を生かした両科による合同授
業、歯科医療界の需要に即した各授業内容の工夫により、歯科医療従事者の一員
として地域歯科医療に貢献できる即戦力を目指す教育を実施している。
上記について高等学校等、学生･生徒･関係業界はもとより札幌歯科医師会会員約
1,300名に対しても学校案内等配布するほか、ＨＰ等にも掲載し、周知に努めてい
る。

「３：基準を満たしており特筆すべき取組を行っている　　２：概ね基準を満たしている　　１：基準を満たしておらず改善が必要」
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11
学生募集は入学定員に基づき、適
切に実施されているか

2.79

下記の通り、職員が連携して広報活動を行い、入学定員充足に向けた募集活動を
行い、入学定員に基づき適切に実施している。

１．オープンキャンパス
  18回実施/年間(昨年比3回増)
  参加者311名（昨年比3名減）
２．進学相談会
　52回参加（昨年比21回減）
　面談者543名
 （昨年比29名増、一昨年比355名増）
進学相談会は学生と直接話すことが出来る貴重な機会であるがR5年度参加者まで
減少の一途を辿っていた。出向内容等の見直しにより参加会場を減らしたもの
の、R6年度に続きR7年度も面談者数が増加している。
(高等学校校内ガイダンス等、企業選定をし、着席数が取れる相談会を選別して参
加)
３．職業体験学習
(中学校)　参加校：1校　　参加者：8名
４．高等学校訪問　242回実施(36回減)
　　　　　　　　　(うち学生同行22校)

12
入学選考は適切に実施されている
か

2.86
オープンキャンパスやＡＯ面談で受験生を把握し、書類選考･面接･筆記試験等に
より総合的に審査し、入試委員会にて判定することで適正に実施している。

13
学生相談の相談体制は整備されて
いるか

2.57
学力差･生活環境等、入学生の多様化（通信制学校出身者の増加等）により、副学
院長や担任及び副担任で相談･面談を行い対応している。

14 退学率の縮小は図られているか 1.79
R7年は、年間退学者が9名。
R6年の10名より1名減少となった。

15 就職支援体制は整備されているか 2.86
担任及び副担任が対応にあたり、学生の希望に沿った就職となるよう相談に応じ
ている。

16 卒業生への支援体制はあるか 2.57
卒後の研修セミナーとして専攻科セミナーや公開講座を実施し、卒後も能力向上
を行う機会を整備している。
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17

教育課程を実施するために必要な
教員の採用基準等を整備し、必要
な人員の確保等、適切に運用して
いるか

1.64

臨床現場或いは他校における職員の給与待遇との乖離があり、人材確保が困難な
状況がある。令和7年12月度より歯科技工士科専任教員が1名減となり、各学年に
おける担任・副担任制をとる体制がとれず、必要な人員が確保できていない状況
であり、対応を検討している。

18
教員の勤務形態ならびに一人当た
りの授業時間数を把握しているか

1.86

学生の多様化･個々の資質･家庭環境の複雑化等、専任教員に係る負担が年々増加
傾向にある。特に国家試験対策等、年度後半はその傾向が顕著となっている現状
があり、所定労働時間を上回る等の現状について把握し、改善策を検討してい
る。

19
運営方針･事業計画に基づき、必
要な組織整備を行い、業務分担や
責任体制がとられているか

2.64
本学院の運営方針･事業計画等については、運営委員会･教職員会等の各委員会に
て審議･策定され、法人の総会において承認されている。

20
学校の組織運営及び決定は効率化
が図られているか

2.50
会議で適宜協議するほか、各職員業務の効率化に努めている。
R7年度は、会議内容を精査し、開催回数の見直しを図った。（23回→17回）

21
教員及び職員の資質向上への取り
組みを行っているか

2.50

教員の外部研修参加費用については、学院で負担し、全国歯科衛生士教育協議会･
全国歯科技工士教育協議会が主催する研修会をはじめとする各種研修会へ年に数
回出向させ、教員の資質向上に努めている。また、事務員についても、FD･SD協議
会(北大運営)へ加盟し、各種研修会へ参加できる体制を整えている。
職員の資質向上において、年2回常勤職員に自らの目標を設定させ、当該目標の設
定水準・目標達成度等を基礎として総合的に評価を行っている。

22
人事や賃金処遇に関して整備され
ているか

2.14 労使協定を結び、職員の代表により整備･検討を年に1度実施している。

23
教育上の必要性に十分対応できる
施設･設備等は整備されているか

2.07

本学院会館増改築から４０年以上経ち、設備面の劣化等が見込まれるため、会議
等にて検討･適宜整備し、必要とされる環境整備･教育環境を整えている。
令和７年度：３F歯科衛生士科教室リニューアル、全館通信環境整備（Wi-Fi設
置）

24
学外見学･実習等の実施体制は整
備されているか

2.79 即戦力となる人材育成を行うため、臨床実習施設へ協力･連携を図っている。

25
学内における安全管理体制を整備
しているか

2.64
災害に対応できるよう、春と秋の2回に分けて防災訓練を実施し、マニュアルも整
備している。
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26
学校及び運営母体の財務基盤は安
定しているか

1.64

昨年度の入試状況としては、歯科衛生士科43名･歯科技工士科28名と定員の充足は
至らないものの、88％の充足率となった。
一方で昨年の4月入学者は定員の6割かつ年間の退学者が9名おり、在校生全体の充
足率は59％と6割を切っており、財政基盤は安定的ではない状況である。
また、適宜設備の修繕費用が計上されている。広報･印刷費（一部インハウスにて
制作）･実習委託料の変更･授業の専任教員負担科目を増やすことで教育費での経
費削減等をしているが赤字改善には至っていない。
引続き、学生募集活動の充実化･退学者の減少･国家試験合格率の向上･支出ならび
に収入の見直し･適正化を行い、財務基盤の安定化に努める必要がある。

27
予算及び支出計画は適正かつ妥当
なものとなっているか

1.93

予算･収支計画について審議項目が運営規程に明記されており、教職員会･運営委
員会･理事会を通し予算、収支計画が策定されており、法人の総会においても承認
されているが、前項（項目26）について実施し、支出の一部見直しをしている
が、R7年度も赤字予算･赤字決算となっている。

28
運営に関わる主要な財務数値に関
わる分析は実施されているか

2.36 顧問会計士による指導の他、適宜会議等にて協議･提案･検討を実施している。

29
法令･専修学校設置基準等の遵守
と適切な運営がなされているか

2.79
法令や設置基準･養成所指定規則を遵守し、法改正に応じて適宜対応している。
R7年度は学校教育法の改正に伴う届出・変更があった。

30
保有する個人情報に関して対策を
実施しているか

2.71

学院長が定めた規則に従い、本学院が保有する個人情報について管理者・管理方
法・管理場所が明確となっており、学生に「個人情報に関する同意書･誓約書」を
提出している。
実習施設との間で診療内容や個人情報の保護に関する誓約書を交わし、学生にも
指導をしており、昨年度において違反する学生は無かった。

社
会
･
地
域

貢
献

31
本学院の教育資源･施設を活用し
た社会貢献･地域貢献を実施して
いるか

2.79

下記①～②により、小中高生に向けた歯科衛生士と歯科技工士の職業体験授業・
イベントを行い、職業の認知・向上に努めている。
①北海道私立専修学校各種学校連合会主催中学生1日職業体験（参加校 1校　計8
名）
②6月に開催する「歯と口の健康週間事業」での口腔衛生に対する意識向上を図る
イベントへの参画
～さっぽろ歯っぴいらんど2025～
「歯科衛生士･歯科技工士のお仕事体験」
（参加者：89名）

32
学生のボランティア活動を奨励
し、支援を行っているか

2.57 札幌市の保育園８施設において乳幼児の口腔衛生向上への貢献を行った。
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